
一日研究会 「同志社創立 150周年記念事業について」

同志社オリジナル賛美歌の制作

森 田 喜 基

森田：150周年の記念事業として同志社オリジナル賛美歌の制作が提案され
た際の提案内容は以下の通りでした。

同志社内、各学校には礼拝の時間が設けられている。礼拝では賛
美歌を歌うが、園児から大学生までがみんな歌える同志社オリジナ
ル賛美歌を制作し、礼拝の際に歌うことができるようにする。
上記に記載の参加者による同志社オリジナル賛美歌制作プロジェ
クトを立ち上げ検討を進める。まず歌詞を公募する予定であり、歌
詞が決定された後は、同志社女子大学学芸学部音楽科の先生に作曲
をしていただく。
同志社オリジナル賛美歌を通じて同志社の建学の精神であるキリ
スト教主義を身近に感じ、園児から大学生まで一緒に合唱すること
で一体感が醸成される。またクリスマスコンサートを開催し、同志
社のキリスト教主義を広く知らしめる。

制作のプロジェクトメンバー審査員を、大学、女子大学、中高、女子中
高、そして国際学院の先生方にお願いいたしまして企画会議をいたしまし
た。私は事務局という立場で参加させていただきました。
第 1回企画会議を 2021年 12月 6日に開催いたしました。非常に大事な議
論が最初になされました。それは「賛美歌とは何か」という議論です。作詞
のガイドラインを提示しておく必要があるということになりました。賛美歌
とは、神を賛美する歌です。ですので、やはり公募した場合には、賛美歌と
校歌の区別がつきにくいのではないのかというご意見がたくさん出されまし
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た。
更に子どもから大人までが歌える同志社らしい内容であること、聖句に関
連している歌詞であることなどを議論いたしまして、歌詞の公募を行うとい
うことがあらためて確認されたわけです。さらに応募書類に、例えばその賛
美歌の背景になっている聖句、その理由、歌詞の記載欄を設けてはどうかと
いう提案があり、採択されました。
また、女子中高などでは、生徒が賛美歌を制作する授業が元々あるという
ことですので、その授業方法を参考にいたしました。その場合は、好きな聖
句を選び、自分の言葉で表現、作詞し、曲を付けているということでしたの
で、それも参考にしつつ、またその女子中高でも作詞していただけるように
お願いするということになりました。
応募資格は原案の段階では「どなたでも」としていたのですが、最終的に
同志社関係者、卒業生、在校生、教職員に絞るということにいたしました。
どの程度応募があるかという心配がありましたので、法人内諸学校の協力を
得て、学生、生徒、児童からの応募を促すということを考えてきました。募
集チラシが完成いたしまして、募集締め切りは 2022年の 5月 6日に設定い
たしました。
69件の応募がありました。最優秀賞には賞状、そして 10万円相当の商品

券、優秀賞 3点程度には賞状、副賞 3万円程度ということで 6月上旬に入選
者に通知の上、ホームページでまず発表をいたしました。
審査員の先生方に、もちろん応募者の名前を伏せて厳正なる審査をしてい
ただきまして、最終的に同志社 150周年記念事業オリジナル賛美歌は、商学
部 2年生の堀之内涼さんによる作詞のものとなりました。

主の道を行こう

主の道を行こう ともに
みちびかれすすむ道を
悲しみも涙も 愛にかえられ
ただひとつの目的に向かって
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いまここであたらしくされる
同じ志を もつものたち
愛をもって 行こう

主にしたがいすすもう ともに
行く道を照らす光
暗やみも孤独も 光にかえられ
ただひとつの約束に向かって
いまここにあつめられた
同じ志を もつものたち
愛をもって 行こう

祈りもとめよう 主の道
立ちどまり見上げるとき
迷いも恐れも 希望にかえられ
ただひとつの真実に向かって
いますべてつつむ主の光
同じ志を もつわたしたち
愛をもって 行こう

歌詞を見ていただきますと、賛美歌としても押さえるべき点がしっかり押
さえられた作品であると思います。賛美歌は、学校を賛美して歌うものでは
なくて、まさに神を賛美するものです。そういった賛美歌としての要素も押
さえつつ、さらに 3番の最後は「同じ志をもつわたしたち愛をもって行こ
う」で締めくくられています。同志社としてのオリジナル賛美歌にふさわし
いキーワードが込められている歌詞が選ばれたと言えるでしょう。
堀之内さんが参考にした聖句等とその理由は次のとおりです。

「主は人の一歩一歩を定め 御旨にかなう道を備えてくださる。
人は倒れても、打ち捨てられるのではない。主がその手をとらえて
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いてくださる。」
（日本聖書協会『聖書 新共同訳』詩編 37章 23節～24節）

同志社に集められた私たちがここで神様にあたらしくされ、世の中へ
派遣されていくことを願い、希望を持ち歩んでいく姿を表す賛美歌を作
詞した。
同志社を表す「one purpose」をイメージし、「one purpose」とは同じ

目的（志）であり、神様との約束であり、ただひとつの真実であると考
え、歌詞に入れた。
また、新島襄が 1886年、仙台教会での説教で「『キリスト教とは何
か』と人から尋ねられたら、『愛を以てこれを貫く』と答えたい。」と話
している。その言葉から「愛をもって」という言葉の着想を得た。私た
ちもこの気持ちを忘れず持ち続けていきたい。
私たち一人ひとりが与えられた道を神様を信頼して歩いていこう。
愛をもって神様に喜ばれる道をともに歩んでいこう。
これまでも。これからも。

非常に完成された歌詞で、この聖句、その理由も、正直大学 2年生がこの
文章を書けるのかと思った次第です。そこで私としては、今日の一日研究会
に向けて、ぜひ堀之内さんにお会いしたいと願いお会いしました。
最優秀賞、堀之内涼さんは在校生でした。優秀賞には、大学院に在学され
ている方、また、大学院を修了された方、学部を卒業された方の 3名が、ま
た、八田総長・理事長より新たに特別賞として、女子中学の 3年生、そして
国際学院初等部 5年生のお二人の在校生の歌詞が選ばれました。
堀之内さんと 2022年 8月 2日にお会いいたしました。実は、私にとって
は 10年振りの再会でした。堀之内さんは、同志社小学校、そして同志社中
学、高校、そして同志社大学商学部に進まれていますが、堀之内さんが小学
校の 4年生のときに、私は先ほどお話頂いた石川先生の前任者として国際学
院初等部の教員をしておりました。堀之内さんの学年というのは、国際学院
初等部の 1期生と同学年になるのですが、同志社小学校 4年生と国際学院初
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等部 4年生との有志合同キャンプを実施した第 1回目でした。堀之内さんは
すごく大きくなられましたけど、当時から背が高く、積極的に活動に取り組
んでおられたとても印象的な児童だったので、私はよく覚えていました。
今回、堀之内さんに質問を 3ついたしました。一つ目は応募の動機につい
て。大学では募集案内は見ていないということですが、弟さんが岩倉の同志
社高校に今在学しておられて募集要項を持って帰ってこられたということで
した。小学校から同志社で学んだ者として何か同志社に還元したいという言
葉を使われましたが、お返ししたい、役に立ちたいと思ったし、名を残して
おきたいと思った、との事でした。これは、そのまま載せていいという許可
を頂いております。
それから 2つ目は「歌詞に込めた思い」について。前向きな希望を聖書か
ら語るものにしようと思った、それが同志社 200年に向かって同志社を前に
進めていくものだと思う。同時によいことばかりではなく、悪いことも起こ
る中でそれを対比させ、その向こうに希望があることを語ろうと思ったとの
事でした。
これはオリジナル賛美歌の企画をする中で私たちが願ったことをそのまま
形にしてくださったんだなと思いました。校歌ではなく賛美歌であり、同志
社オリジナルのものなので新島の言葉を連想する愛、志を入れたそうです。
高校チャペルに刻まれていた言葉、中高のグレイス・チャペルに「愛をもっ
てこれを貫く」、その言葉があるようなんですけども、掲示や刻印された言
葉が自然と出てきた、そのような単語をまず列挙してから考えたが、自分の
中にしみ込んでいる言葉だったということでした。
今私たちは寒梅館にいますけども、寒梅館にも刻まれている言葉が壁面に
あるのですが、同志社には、新島の言葉、また聖書の言葉が刻まれている建
物が幾つかあります。そういったものを知らず知らずのうちに見ている、ま
た授業の中で耳にすることの積み重ねから、こういう表現で出てきたという
のを、思わされました。
そして、三つ目として堀之内さんにとって「一貫教育とは何か」とお聞き
しましたら、彼は「卒業してから発揮されるもの」表現されました。またキ
リスト教、新島精神、良心教育が小・中・高でしみ込んでいる自分たちにと

新島研究 第114号（2023.2）

― 14 ―



って、賛美歌、聖書は、学校生活で当たり前にあるものなので、それを大学
から入学した友達などに伝える機会がないと堀之内さんは言っていました。
私たちの働きがまだまだ不十分ということなのですけども、特に大学から同
志社に入学された学生たちにどうキリスト教に触れてもらえるのか。同志社
科目を取ったり、チャペルに 1回は来るような機会があればよいのではない
かということを堀之内さんは感じておられるようでした。
堀之内さんがおっしゃる「卒業してから発揮されるもの」、教育とはまさ

にそういうことだと思わされます。教師としては、目の前で何か結果を出し
てほしいという思いに駆られることがあります。ただ、その一人ひとりの学
生さんの中で、何かそれがよいものとして芽生えていく、実を結ぶというの
は、待たなければいけないこと、時間がかかるものです。今結果が出なくて
も、それを忍耐して、私たちはとにかく学生一人ひとりに関わる大切さをあ
らためて堀之内さんの言葉から考えさせられました。
堀之内さんは大学 2年生ですけど、「将来どうされるんですか。」とお聞き
したら、建築関係に進みたいと、再開発などをやっていきたいんだというこ
とをおっしゃっていました。そのことをお聞きして、私は「あっ」と思い出
した事があります。以前に同志社高校の前校長であった木村良己先生とお会
いしたときに、この堀之内さんの歌詞がもう既に選ばれていたということ
で、木村先生もそのことを喜んでおっしゃってくださっていたんですが、木
村先生の話の中に、木村先生がキリスト教学の授業での生徒の発表で堀之内
さんの発表が非常に印象に残っているとおっしゃっておられたことです。
その発表は、京都市内の建物の高さ制限とバベルの塔の関係についてだっ
たとの事で木村先生が、「これは小学校からキリスト教に触れたからこそで
きた発表と思わされた。小学校ができたのは大きいな。」とおっしゃってい
ました。
私たちには、この企画を立てたときに、どんな賛美歌が出てくるかなとい
う心配も正直あったんですけども、キリスト教的に見ても賛美歌として成立
し、まさに同志社オリジナルの賛美歌にふさわしい詞が誕生いたしました。
これは本当によかったと思っております。
このような賛美歌が、まさに同志社の一貫教育の中で生まれたということ
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は、非常に大きな意味があるのではないかと思います。ありがとうございま
した。
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